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水色の羽根募金運動

年 4月 1日

2
0
1
2年
度

理
事
会
・
評
議
員
会

（平成25) 

東
京
・
千
代
田
区
の
コ

l
プ
ビ
ル
に

て、

3
月
5
日
に

『第
3
回
理
事
会
』
が、

幻
日
に

『第
2
回
評
議
員
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
会
議
で
は
次
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
理
事
会
］

①

2
0
1
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お

よ
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

②
2
0
1
3年
度
役
員
報
酬
に
つ
い
て

①
理
事
長
職
務
代
行
者
の
選
任
に
つ
い

て
④
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

⑤
任
期
満
了
に
伴
う
奨
学
生
選
考
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
（
全
員
再
任
）

①

2
0
1
2
年
度
第
2
回
評
議
員
会
の

招
集
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

⑦
諸
規
程
の
改
正
お
よ
び
制
定
に
つ
い

て
［
評
議
員
会
］

①
、
②
は
理
事
会
と
共
通

①
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
の
選
任
に

つ
い
て

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
評
議
員
｜
坂
本
雅
信
氏
（
J
F
千
葉

漁
連
代
表
理
事
会
長
、
森
友
信
氏
（
J

F
山
口
代
表
理
事
組
合
長
）
、
瀧
津
満
氏

（J
F高
知
漁
連
代
表
理
事
会
長
）

A

－
今
期
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よだム一A英育( 1 ) 

理
事
長
職
務
代
行
者
の

選
任
に
つ
い
て

鈴
木
理
事
長
が
昨
年
ロ
月
の
総
選
挙

で
政
界
に
復
帰
さ
れ
、
国
務
副
大
臣
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
鈴
木
理
事
長
の
国
務

副
大
臣
就
任
中
の
理
事
長
の
職
務
を
執

行
す
る
理
事
長
職
務
代
行
者
と
し
て
、

服
部
郁
弘
代
表
理
事
・
副
理
事
長
が
選

任
さ
れ
、
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度

第

4
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

1
月
却
日
、

『
2
0
1
2
年
度
第

4

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
』

が
開
催
さ
れ
、

「第

4
回
奨
学
生
出
願
者
（

1
月
日
日

締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
幼
児
1
人
、
高
校
生
等
1
人

の
合
計
2
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

3
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

漁
船
海
灘
遺
児
を
刷
ま
事

第
9
期
募
金
運
動
実
施

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く

の
漁
業
関
係
者
が
犠
牲
と
な
り
、
本
会

が
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
た
被
災
遺
児

は
現
時
点
で
九
名
に
も
上
り
ま
す
。
こ

う
し
た
事
態
を
受
け
、
漁
船
海
難
遺
児

を
励
ま
す
全
国
協
議
会
で
は
、
被
災
遺

児
を
含
め
た
漁
船
海
難
遺
児
を
経
済

的
、
精
神
的
に
励
ま
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
第

9
期
募
金
運
動
（
3
カ
年
こ

を
2
0
1
3
年

4
月
よ
り
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
で
も
、
本
運
動
と

一
体

と
な

っ
た
募
金
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

関
係
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

運
動
へ
の
参
加
な
ら
び
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

2013年度
年間行事予定

3 3 2 1 1 11 10 10 8 7 7 7 6 6 5 5 4 
月

未定月未定月月月月月月月月 1月月月 月月月月 月
14 28 15 15 22 15 15 28 26 23 15 24 6 24 9 25 日
日日日日日日日日日日日 日日日日 日

第第第第第第第第第 ふ第第第第第第第進第
2 2 4 4 4 3 3 3 2 れ 2 2 2 1 1 1 1学 l
回回回回回回回回回 あ回回回回回回固に回

評議 理送金奨学生願書締金送奨学願締書金送 い奨学願締書 理評理送奨伴願書 行

4員~、事会 日 日生 日
旅 事~、 議事~』:;; 金学う
行生 会員 日生提量縮出 な選切 選切 （選切 選ら

考委 日
書全 日

2考委日 考委 び 事泊 に
員

日3会員 会員切業卒

日－

こ
卒
業
・
之
進
学
・
こ
進
級
お
め
乏
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

新
年
度
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

既
に
、
漁
連
や
漁
協
な
ど
を
通
じ
、

本
会
か
ら
の
案
内
文
書
を
受
け
取
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
進
路
に
応
じ
た
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
左
記

の
表
に
て
、
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
の

上
、
期
日
ま
で
に
本
会
へ
提
出
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

書
類
を
提
出
さ
れ
な
い
方
に
は
、
本
年

度
第
1
回

（5
月

M
日
）
の
送
金
が
で

き
な
く
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
氏
名
・
住

所
な
ど
本
会
へ
の
届
出
事
項
に
変
更
が

連
絡
く
だ
さ
い
。

Q
．
海
外
の
大
学
へ
進
（
留
）
学

し
ま
す
が
、
奨
学
金
は
受
け
ら
れ

ますかっ－

hιA．残念ながら日本国内の大
43学・専門学校（修業年数2年

以上）以外は認められません。

‘議Q．短大を卒業しましたが、
414月から大学へ編入します。
引き続き、奨学金を受けられます

か？

‘込A．在学証明書を添付し、編
4U2入届を提出してください。な

お、病気等で留年となり延長を希

望される場合は延長屈と診断書の

提出が必要です。

対象者学年

2 0 1 2年度 2 0 1 3年度 在学言iI明書 進路報告
願書と 借用証書 住所職業届 連帯保証人

付属書類 返還明細書 入（在）学届 職業届

幼児
令満3歳 * 

（新入国）
斑願書付属・頭

（給与希望者）

幼児 。
満4・5歳

幼稚園等
小学校

卒園生
1年生 。
（新入学）

小学校

2～6年生

小学校
中学校

卒業生
1年生 。
（新入学）

中学校

2・3年生

中学校
高校等

卒業生
1年生 。 。
（新入学）

高校等に

2年以上 。
在学の者

高校等
大学等

卒業生
1年生 * 
。 * （新入学） ※願書付属書煩 （貸与希望者）

大学等に

2年以上 。
在学の者

大学等

卒業生
。 。 。 。

来どちらかを提出

提出書類一覧表

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
漁
連

・
漁
協
、

ま
た
は
本
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
締
切
日

2
0
1
3年
4
月
お
日
本
会
必
着

※
漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
日
日
ま
で
に
各
団
体
へ
提
出

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

。
よ
く
あ
る
ご
質
問

‘tQ
高
校
を
退
（
休
）
学
し
ま
し

4
2た
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
っ
－

h
ι
A．
退
（
休
）

学
届
を
提
出
し
て

4
3
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
在
学
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
期
間
に

受
領
し
た
学
資
給
与
金
は
返
金
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注1 0印＝対象者全員提出 食印＝希望者のみ提出

注2 これらの書類の他‘休学・復学・転学 ・退学・転居・改姓などされた奨学生1立各届出用紙の提出が必要です。

⑧ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 育英会ホームページ

育
英
会
だ
よ
り
ん

一一一気一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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奨
学
生
・
保
護
書
爽
涜

活
動
行
事
（
計
画
）

年 4月 1日

本
会
で
は
育
英
事
業
の
充
実
策
の
ー

っ
と
し
て
「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活

動
（
仮
称
一

2
0
1
3
ふ
れ
あ
い
旅
行
）
」

を
本
年
度
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
奨

学
生
だ
け
で
は
な
く
保
護
者
の
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
く
ご
と
で
、
同
じ
境

遇
に
あ
る
者
同
士
が
日
ご
ろ
胸
に
秘
め

た
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
い
、
親
睦
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
段
階
で
は
、

7
月
下
旬
（
前
頁
「
年

間
行
事
予
定
」
参
照
）
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
が
決
定
し
だ

い
対
象
ご
家
族
に
直
接
ご
連
絡
申
し
上

げ
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

よだム
宮英育( 2) 

第
羽
田
全
国
青
年

・

岱
粧
漁
業
者
受
涜
大
会

2
月
初
日
、

3
月

1
日
の

2
日
間
、

東
京
都
千
代
田
区
の
グ
ラ
ン
ド
ア

l
ク

半
蔵
門
に
て

『第
凶
回
全
国
青
年

・
女

性
漁
業
者
交
流
大
会
」

（
J
F
全
漁
連

主
催
、

J
F
全
国
女
性
連

・
J
F
全
国

漁
青
連
協
賛
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
青
年

・
女
性

漁
業
者
が
、
日
ご
ろ
の
研
究

・
実
践
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や
情
報
を

共
有

・
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
産
業

・

漁
村
の
発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
全
国
か
ら
お
グ
ル
ー
プ
が

参
加
さ
れ
、

1
日
目
に
発
表
と
討
論
が
、

2
日
目
に
講
評
・
意
見
交
換
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引~

私
、
ス
カ
イ
ツ
リ
l
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
l
は
私
の
通

勤
途
中
に
あ
る
の
で
、
少
し
ず
つ
大

き
く
な
っ
て
い
く
の
を
わ
が
子
の
成

長
を
み
る
よ
う
に
建
設
当
初
か
ら
眺

め
て
き
た
の
で
（
少
し
大
袈
裟
で
す

が
：
・
）
東
京
タ
ワ
ー
よ
り
親
近
感
が

あ
る
建
築
物
で
し
た
。

2
0
1
2
年

5
月
に
開
業
し
、
そ

ろ
そ
ろ
空
い
て
き
た
こ
ろ
か
な
あ

1

、

と
軽
い
気
持
ち
で
行
っ
て
み
た
の
で

～

す
が
、
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
関
わ

門

ら
ず
も
の
す
ご
い
人
・
人
・
人
！

V

天
気
が
悪
い
の
で
、
展
望
台
の
高

，f
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r‘t
r
p
t
 

本
会
で
は
、
大
会
2
日
目
、
会
場
ロ

ビ
l
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
、
来

場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
主
催
者
は
じ

め
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

額
チ
ケ
ッ
ト
は
購
入
せ
ず
に
隣
接
さ

～

れ
て
い
る
水
族
館
（
こ
ち
ら
も
高

品

額
！
）
を
見
学
し
て
き
た
の
で
す
が

a

：
こ
れ
ま
た
人

・
人

・
人
！

～

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
る
に
も
各
店

舗
前
は
長
蛇
の
人

・
人

・
人
！

お
土
産
を
選
ぶ
に
も
人・
人
・人
！

一

レ
ジ
に
も
人
・
人

・
人
！

と
い
う
有
様
で
・
：
第
1
回
目
の
ス
カ

イ
ツ
リ
l
見
学
を
終
え
ま
し
た
。
第

2
回
目
は
当
分
先
に
な
り
そ
う
で

一

す
。皆
さ
ん
も
ど
こ
か
話
題
の
場
所
に

出
向
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

（

K
）
 

（
お
礼
）
前
号
の
手
荒
れ
の
記
事
を
み
て
、

と
て
も
素
敵
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

念
品
’
し

h

～。

一励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

・向d、，，...，，..，、.；.

2
0
1
2
年

1
月
か
ら

2
0
1
3
年

2
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
皆

さ
ま
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本
間
雅
彦
マ

北
海
道
信
漁
連
職
員
会

O
岩
手
県
マ
長

津
浩
美

O
宮
城
県
マ
鎌
内
浩

O
秋
田
県

マ
山
岸
剛

O
茨
城
県
マ
大
島
登
マ
常
盤

和
己
マ
藤
本
歌
子
マ
水
谷
宏

O
埼
玉
県

マ
小
野
弼
マ
金
木
愛
子
マ
古
関
和
則
マ

小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美
マ
志
村
隆
司
マ

田
口
昭
博
マ
演
田
研

一一〉
松
本
安
裕
マ

村
田
奇

一
O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪

苗
代
健

一
一
〉
岩
崎
昌
子
マ
大
西
絹
子
マ

大
類
裕
久
マ
釜
田
朝
マ
斎
藤
信
夫
マ
驚

藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
一〉

福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東

京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝
野

輝
美
マ
（
株
）
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨

美
子
マ
（
株
）

B
R
B
マ
柄
津
彰
マ
木
部

茂
徳
マ
木
賓
谷
浩
史
マ
工
藤
文
子
マ
古

田
土
満
マ
後
藤
暁
マ
白
井
久
子
マ
須
藤

徳
之
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
尾

友
久
マ
根
本
京
子
マ
橋
本
牧
マ
長
谷
成

人
マ
春
田
孝
二
郎

・
朝
子
マ
贋
江
志
賀

子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
町
田
勝

弘
マ
松
井
明
マ
三
橋
宏
次
マ
宮
原
正
典

マ
向
井
昌
子
マ
吉
田
博
身
マ
渡
辺
千
鶴

子
。
神
奈
川
県
マ
朝
倉
寛
マ
越
智
豊
子

マ
佐
藤
正
典
マ
高
島
泉
マ
中
村
芳
正
マ

浜
喜
水
産
（
株
）
代
表
取
締
役
太
田
昌
之

マ
大
和
陸
子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男
。

静
岡
県
マ
古
寺
健
二

O
愛
知
県
マ
野
々

山
均

O
京
都
府
マ
奥
手
初
栄
マ
塩
見
英

世

O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子
マ
道
本
孝
治

O
兵
庫
県
マ
武
田
佳
子
マ
古
市
正
行
。

山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

O
長
崎
県
マ
寺

島
和
子
。
大
分
県
マ
中
嶋

一
太
マ
山
口

英
文
｛
ご
報
告
】

こ
れ
ま
で
「
励
ま
し
お
じ
さ
ん

・
お

ば
さ
ん
」
の
ご
協
力
者
は
年
当
初
の
ご

芳
名
掲
載
で
し
た
が
、
次
号
（
7
月

1

日

・
第

1
4
8
号
発
刊
予
定
）
よ
り
ご

芳
名
を
毎
号
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
、
ご
意
見

・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
手
数
で

す
が
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

育

英

基

金

「募
金
・
ご
寄
附
』
の
お
礼

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
1
2
年
ロ
月
か
ら

2
0
1
3
年

2
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

1
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。
）

〔
抱
月
〕

O
北
海
道

マ
羅
臼
漁
業
協
同

組
合
定
置
青
年
会
会
長
菅
原
史
大
｜

漁
火
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
セ
リ
市
収

益
金

O
青
森
県
マ
奥
戸
漁
業
協
同
組
合

女
性
部
マ
丸
本
末
義
マ
小
川
諭
美
マ
全

国
漁
港
漁
場
大
会
青
森
県
実
行
委
員
会

マ
地
励
協

O
宮
城
県
マ
地
励
協

O
静
岡

県
マ
丸
子
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
マ
用
宗

漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

O
京
都
府
マ

京
都
府
立
海
洋
高
等
学
校
生
徒
会

・
親

交
会
｜
学
校
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
バ
ザ
ー

等

O
徳
島
県
マ
地
励
協

O
福
岡
県
マ
福

岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合
理
事
長
安
部

泰
宏
〔1
月〕

O
北
海
道
マ
え
り
も
大
法
寺
寒

修
業
浄
財
マ
三
村
誠
信
｜
香
料
の

一
部

マ
北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
｜

創
立
印
周
年
記
念
大
会
祝
賀
会
で
の
寄

附

O
青
森
県
マ
鹿
島
道
路
（
株
）

マ
青
森

県
漁
協
女
性
組
織
協
議
会
｜
第
町
内
回
青

森
県
漁
村
青
壮
年
女
性
団
体
活
動
実
績

発
表
大
会
募
金
活
動

O
岩
手
県
マ
（株）

神
野
商
店

O
宮
城
県
マ
地
励
協

O
福
島

県
マ
い
わ
き
家
畜
保
健
衛
生
所
マ
い
わ

き
教
育
事
務
所
マ
い
わ
き
建
設
事
務
所

マ
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

・

県
税
部

・
県
民
部

・
出
納
室
マ
い
わ
き

農
林
事
務
所
マ
（
財
）
福
島
県
栽
培
漁
業

協
会
マ
相
双
農
林
事
務
所
双
葉
農
業
普

及
所
マ
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
い
わ
き

出
張
所
マ
福
島
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会
マ
福
島
県
漁
連
役
職
員
厚
生
会
マ

福
島
県
水
産
試
験
場
マ
福
島
県
水
産
事

務
所

O
茨
城
県
マ
地
励
協

O
石
川
県
マ

横
川
幸
江
マ
石
川
県
漁
業
士
会
マ
石
川

県
農
林
水
産
部
水
産
課
マ
地
励
協
。
静

岡
県
マ
静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
マ
静
岡

県
漁
船
保
険
組
合
マ
J
F
共
水
連
静
岡

支
店
マ
地
励
協

O
愛
知
県
マ
地
励
協
。

福
井
県
マ
地
励
協
。
兵
庫
県
マ
畠
田
さ

か
え
マ
兵
庫
県
漁
港
協
会
マ
地
励
協
。

広
島
県
マ
広
島
県
漁
業
共
済
組
合
マ
広

島
県
漁
船
保
険
組
合
マ
地
励
協

O
香
川

県
マ
観
音
寺
市
水
産
振
興
連
絡
協
議
会

マ
丸
亀
市
産
業
文
化
部
農
林
水
産
課
マ

香
川
県
漁
業
共
済
組
合
マ
香
川
県
漁
業

信
用
基
金
協
会
マ
香
川
県
漁
船
保
険
組

水色の羽 根 募金! ! の手 を漁船 海 難 遺児に愛
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合
マ
香
川
県
水
産
会
館
互
助
会
マ
香
川

県
水
産
試
験
場
マ
香
川
県
農
政
水
産
部

水
産
課
マ
（
財
）
香
川
県
水
産
振
興
基
金

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

マ
（
財
）
香
川
県
水

産
振
興
基
金
マ
三
豊
お
さ
か
な
市
マ
J

F
共
水
連
四
国
事
業
本
部
香
川
支
店
マ

多
度
津
町
産
業
課
マ
地
励
協

O
長
崎
県

マ
壱
岐
地
区
漁
業
士
会
マ
（
株
）
ア
ド
長

崎
新
聞
マ
J

F
共
水
連
長
崎
県
事
務
所

マ
滝
保
隆
｜
香
典
返
し

マ
長
崎
県
水
産

部
マ
長
崎
県
漁
業
共
済
組
合
マ
長
崎
県

漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
長
崎
県
漁
船
保

険
組
合
マ
地
励
協

O
大
分
県
マ
江
本
歓

治
マ
J

F
共
水
連
大
分
県
事
務
所
マ
全

国
合
同
漁
業
共
済
組
合
大
分
県
事
務
所

マ
大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議
会
マ
大
分

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
（
悠
水
会
）

マ
大

分
県
漁
船
保
険
組
合
マ
大
分
県
水
産
関

係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

マ
大
分
県
中
部

振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班
マ
大

分
県
東
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水

産
班
マ
大
分
県
南
部
振
興
局
農
山
漁
村

振
興
部
水
産
班
マ
大
分
県
農
林
水
産
部

水
産
振
興
課
・
漁
業
管
理
課
・
漁
港
漁

村
整
備
課
マ
大
分
県
北
部
振
興
局
農
山

漁
村
振
興
部
水
産
班
マ
地
励
協

O
宮
崎

県
マ
宮
崎
県
漁
政
対
策
委
員
会

〔2
月
〕

O
北
海
道

マ
常
呂
漁
協
女
性

部
｜
総
会
・
新
年
会
マ
北
海
道
定
置
青

年
研
究
会

O
青
森
県
マ
階
上
漁
協
女
性

部
マ
（
株
）
ホ
リ
エ
イ
代
表
取
締
役
堀
内

精
二
マ
地
励
協

O
茨
城
県
マ
全
国
漁
業

協
同
組
合
学
校
同
窓
会
茨
城
支
部

O
愛

知
県
マ

「
の
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
」
イ
ベ

ン
ト
時
募
金

O
三
重
県
マ
み
え
ぎ
よ
れ

ん
販
売
（
株
）

マ
桑
名
市
農
林
水
産
課
マ

（財）
三
重
県
水
産
振
興
事
業
団
マ
三
重

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
マ
三
重
県
伊
勢

農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所
水
産
室
マ

三
重
県
四
日
市
市
農
林
水
産
課
マ
三
重

県
志
摩
市
役
所
水
産
課
マ
三
重
県
水
産

振
興
室
マ
三
重
県
農
林
水
産
部
水
産
基

盤
整
備
課

・
水
産
経
営
課

・
水
産
資
源

年 4月 1日よだム宮英育( 3) 

課
マ
三
重
県
明
和
町
マ
三
重
県
鈴
鹿
市

農
林
水
産
課
マ
三
重
県
伊
勢
市
産
業
観

光
部
農
林
水
産
課
マ
三
重
県
漁
協
合
併

推
進
室
マ
三
重
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

有
志
マ
三
重
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

マ

三
重
県
水
産
研
究
所
尾
鷲
水
産
研
究
室

マ
三
重
県
津
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務

所
水
産
室
マ
三
重
県
尾
鷲
農
林
水
産
商

工
環
境
事
務
所
水
産
室
マ
三
重
県
尾
鷲

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

マ
三
重
県
冷
蔵
倉

庫
協
会
マ
三
重
県
冷
凍
設
備
保
安
協
会

マ
四
日
市
海
上
保
安
部
マ
柴
原
重
登
｜

定
年
退
職
に
よ
せ
て

マ
松
阪
市
農
林
水

産
部
マ
J

F
共
水
連
三
重
県
事
務
所
マ

鳥
羽
海
上
保
安
部
浜
島
分
室
マ
杜
多
哲

マ
尾
鷲
海
上
保
安
部
有
志

一
同
マ
地
励

協
O
兵
庫
県
マ
守
山
基
晴

O
山
口
県
マ

山
口
県
漁
協
小
野
田
支
店
女
性
部
マ
山

口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
下
関
支
部

マ
山
口
県
実
績
発
表
大
会
マ
豊
北
町
漁

協
女
性
部
マ
園
光
久
男
マ
地
励
協

O
高

知
県
マ
地
励
協

O
佐
賀
県
マ
佐
賀
県
有

明
海
漁
協
青
年
部

O
大
分
県
マ
津
久
見

水
産
（
株
）
社
長
中
嶋
新

一
O
沖
縄
県
マ

地
励
協

2
、
一
般
寄
附

〔
但
月
〕

O
北
海
道

マ
マ

丸
銀
漁
業

（株）

マ
釧
路
ア
ポ
ロ
石
油
（
株
）

マ
J
F

全
漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第

一
課
釧
路

油
槽
所
マ
日
東
水
産
（
株
）

マ
波
間
漁
業

（株）

マ
米
倉
水
産
（
株
）

マ
北
海
道
厚
岸

朔
洋
高
等
学
校
マ
北
海
道
函
館
水
産
高

等
学
校
マ
北
冷
蔵
（
株
）

マ
（
有
）
弐
本
滝

漁
業

O
青
森
県
マ
マ
ル
ヨ
水
産
（
株
）
マ

（
株
）
マ
ル
ヌ
シ

マ
（
株
）
弘
前
丸
魚
マ
久

栄
漁
業
（
株
）

マ
鮫
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
｜

一
同
マ
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
（
株
）

マ
（
一

八
戸
漁
業
指
導
協
会
経
由
マ
青
森
県
立
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

マ
（
一

八
戸
水
産
高
等
学
校
マ
大
山
チ
セ

マ
福
財
）
海
苔
増
殖
振
興
会
マ
（
一
財
）
東
京

島
哲
男

O
岩
手
県
マ
釜
石
海
上
保
安
部
水
産
振
興
会
マ
（
一
社
）
漁
業
信
用
基
金

マ
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校
マ
宮
中
央
会
マ
（

一
社
）
全
国
さ
ん
ま
漁
業
協

古
海
上
保
安
署
マ
金
沢
漁
業
（
株
）
代
表
会
マ
（
一
社
）
全
固
ま
き
網
漁
業
協
会
マ

取
締
役
金
津
俊
明
マ
J

F
全
漁
連
購
買
（

一
社
）
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

事
業
部
石
油
第

一
課
大
船
渡
油
槽
所
マ

ン
タ
l
マ
海
洋
土
木
（
株
）

マ
（
株
）
協
同

村
上
三
男
マ
（
有
）
大
井
漁
業
部
マ
鈴
木
セ
ミ
ナ
ー

マ
（
株
）
航
洋
代
表
取
締
役
竹

佐
智
子

O
宮
城
県

マ
ぜ
ん
ぎ
よ
れ
ん
前
康
世
マ
（
株
）
中
央
漁
業
公
社
マ
（株）

食
品
（
株
）
塩
釜
食
品
工
場
マ
海
形
水
産
日
本
丸
マ
漁
業
者
国
民
年
金
基
金
マ
漁

（
株
）
代
表
取
締
役
佐
藤
和
哉
マ
（
株
）
鈴
港
漁
場
新
技
術
研
究
会
マ
漁
船
保
険
中

木
漁
業
マ
気
仙
沼
ほ
て
い
（
株
）

マ
熊

栄

央

会

マ
共
同
船
舶
（
株
）

マ
（
公
財
）
海

産
業
（
株
）

マ
高
橋
寿
マ
水
野
水
産
（
株
）
洋
生
物
環
境
研
究
所
マ
（
公
社
）
日
本

マ
菅
野
静
春
マ
石
巻
海
上
保
安
署
マ
仙
海
難
防
止
協
会
マ
（
公
社
）
日
本
缶
詰
協

台
漁
業
調
整
事
務
所
「
碧
波
会
」

マ
J

会
マ
（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所

F
全
漁
連
東
北
事
業
所
・
仙
台
駐
在
マ

マ

（
財
）
日
韓
・
日
中
新
協
定
対
策
漁
業

大
興
水
産
（
株
）

マ
朔
洋
船
舶
（
株
）
代
表
振
興
財
団
マ
（
財
）
日
本
鯨
類
研
究
所
有

取
締
役
会
長
粛
藤
正
弘

O
秋
田
県
マ
丸

志

一
同
マ
（
社
）
ジ
ェ
イ
エ
フ
マ
リ
ン
バ

水
秋
田
中
央
水
産
（
株
）

マ
大
館
市
青
果
ン
ク
支
援
協
会
マ
（
社
）
漁
業
情
報
サ
l

魚
類
卸
売
（
株
）

O
山
形
県
マ
山
形
県
立
ピ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
（
社
）
水
産
土
木
建
設

加
茂
水
産
高
等
学
校
マ
普
賢
寺
龍
王
講
技
術
セ
ン
タ
ー

マ
（
社
）
全
国
遠
洋
沖
合

マ
J

F
全
漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第

一

い
か
つ
り
漁
業
協
会
マ
（
社
）
全
国
近
海

課
酒
田
油
槽
所

O
福
島
県
マ
（
株
）
酢
屋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ
（
社
）
全

商
店
マ
水
野
水
産
（
資
）

マ
矢
吹
正

一
O

国
豊
か
な
海
m

つ
く
り
推
進
協
会
マ
（社）

茨
城
県
マ
（
株
）
石
田
丸
漁
業
代
表
取
締
海
外
ま
き
網
漁
業
協
会
マ
（
社
）
大
日
本

役
石
田
洋

一マ

（
株
）
藤
村
マ
石
川
正
明
水
産
会
マ
（
社
）
日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚
協

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ

極

会

マ
（
社
）
日
本
鰹
節
協
会
マ
（
社
）
日
本

東
オ
イ
ル
（
株
）

マ
千
葉
県
立
勝
浦
若
潮
水
産
資
源
保
護
協
会
マ
若
井
克
友
マ
新

高
等
学
校
マ
千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
法
律
事
務
所
マ
吹
原
弘
宣
マ
水
産
庁

学
校
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
マ
柏
記
者
ク
ラ
ブ
／
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

魚
市
場
（
株
）

マ
飯
村
久
子
マ
平
田
淳

一

課
・
整
備
課
・
防
災
漁
村
課
／
漁
政
部

。
東
京
都
マ
ニ
チ
モ
ウ
（
株
）
／
ニ
チ
モ
加
工
流
通
課
・
企
画
課
・
漁
業
保
険
管

ウ
（
株
）
役
員

・
従
業
員

一
同
／
ニ
チ
モ
理
官
室

・
漁
政
課
・
船
舶
管
理
室
・
水

ウ
フ
l
ズ
（
株
）
本
社
有
志

一
同

・
大
阪
産
経
営
課
／
資
源
管
理
部
管
理
課

・
漁

営
業
所

一
同

・
広
島
営
業
所

一
同
／
北
業
調
整
課

・
国
際
課
／
増
殖
推
進
部
漁

海
道
ニ
チ
モ
ウ
（
株
）
有
志

一
同
／
東
北
場
資
源
課
・
研
究
指
導
課
／
長
官
室
マ

ニ
チ
モ
ウ
（
株
）
日
網
興
産
（
株
）
有
志

一

清
水
政
幸
マ
石
油
防
災
（
株
）

マ
泉
津
和

同
／
（
株
）
ソ
l
エ
l
／
ニ
チ
モ
ウ
物
流
行
マ
全
国
遠
洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協

（株）
／
（
株
）
ニ
チ
モ
ウ
ワ
ン
マ
ン
有
志
会
マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
マ
J

一
同
／
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
（
株
）
小
月
工

F
全
漁
連
マ
J
F
共
水
連
マ
全
国
水
産

場
有
志

一
同
・
清
末
工
場
有
志

一
同
／

加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国
水
産

（
株
）
ニ
チ
モ
ウ
マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
有
志
物
卸
組
合
連
合
会
マ
東
京
北
魚
（
株
）

マ

東
検
産
業
（
株
）

マ
N
P
O
水
産
業
・
漁

村
活
性
化
推
進
機
構
マ
（
独
）
農
林
漁
業

信
用
基
金

マ
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ

漁
業
協
同
組
合
マ
日
本
鰹
鮪
漁
船
保
険

組
合

マ
農
林
中
央
金
庫
／
役
職
員

一

同
マ
北
部
ま
き
網
漁
業
（
株
）

マ
（有）

テ
ィ

1
・
ケ
イ
コ

i
ポ
レ

1
シ
ョ
ン
代

表
取
締
役
竹
前
康
世
マ
（
財
）
魚
価
安
定

基
金
マ
落
合
昭
男
マ
斎
藤
寿
郎
マ
高
山

隆
三
O
神
奈
川
県
マ
（
独
）
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
横
浜
庁

舎
（
本
所
）

マ
横
浜
冷
凍
（
株
）
マ
（
株
）
明

治
屋
マ
久
保
田
化
工
機
（
株
）
マ
（
財
）
日

本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会
館
（
エ

ス
カ
ル
横
浜
）

O
新
潟
県
マ
（
財
）
海
洋

生
物
環
境
研
究
所
実
証
試
験
場
有
志

一

同
マ
山
津
水
産
（
株
）

マ
盛
勝
水
産
（
株
）

マ
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

O
富
山
県

マ
池
田
博
｜
大
水
水
産
功
績
者
受
賞
祝

金
O
石
川
県
マ
石
川
県
立
能
登
高
等
学

校
マ
J

F
全
漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第

一
課
金
沢
油
槽
所

O
福
井
県
マ
福
井
缶

詰
（
株
）

マ
福
井
中
央
魚
市
（
株
）

O
山
梨

県
マ
佐
藤

一
江
マ
山
梨
中
央
水
産
（
株
）

O
岐
阜
県
マ
土
田
明
子

O
静
岡
県
マ
伊

藤
健

一
マ
学
校
法
人
東
海
大
学
海
洋
学

部
マ
魚
市
静
岡
魚
市
（
株
）

マ
三
和
厨
理

工
業
（
株
）

マ
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等

学
校
マ
日
光
水
産
（
株
）
代
表
取
締
役
薮

田
園
之
マ
福

一
漁
業
（
株
）

マ
福
久
漁
業

（
株
）
マ
福
龍
漁
業
（
株
）

マ
（
有
）
藤
丸
代

表
取
締
役
藤
ヶ
谷
松
男

O
愛
知
県
マ
国

土
交
通
省
中
部
運
輸
局

O
三
重
県
マ
海

王
丸
漁
業
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
中
村

将
照
マ
仙
昌
丸
武
村
仙
博
O
京
都
府
マ

（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
海

区
水
産
研
究
所
宮
津
庁
舎
マ
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部

O
大
阪
府
マ
高
瀬
正
・

恵
子
マ
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局
海
事

振
興
部
マ
佐
々
木
忠
義
。
兵
庫
県
マ
五

弓
徹
マ
（
財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
神
戸

大
倉
山
海
員
会
館
マ
小
林
東
洋
志
マ
村

瀬
和
夫
マ
大
西
善

一マ
大
和
漁
業
（
有
）

代
表
取
締
役
磯
田
和
志
マ
第
五
管
区
海

上
保
安
本
部
マ
内
橋
昭
三
マ

（
有
）
第

一

漁
業
代
表
取
締
役
川
越
伸
二
O
鳥
取
県

マ
共
和
水
産
（
株
）

マ
J
F
全
漁
連
購
買

事
業
部
石
油
第

一
課
境
港
油
槽
所
マ
浜

野
茂
夫
。
岡
山
県
マ
海
洋
建
設
（
株
）

O

広
島
県

マ
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
瀬
戸
内
海
水
産
研
究
所
百
島
庁
舎

。
山
口
県
マ
浦
部
久
幸
マ
吉
見
孝
｜
海

洋
土
木
（
株
）
山
口
営
業
所
マ
山
口
県
立

水
産
高
等
学
校
マ
和
田
徹
。
愛
媛
県
マ

（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
瀬
戸
内

海
水
産
研
究
所
伯
方
島
庁
舎

O
高
知
県

マ
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養

殖
研
究
所
古
満
目
庁
舎
マ
山
田
雄
二
郎

マ
杉
本
幸
貞
マ
大
熊
水
産
（
株
）

マ
浜
田

和
久

O
福
岡
県
マ
（
株
）
伊
藤
商
店
代
表

取
締
役
伊
藤
忠
光
マ
（
株
）
福
岡
魚
市
場

マ
池
田
正
二
マ
北
九
州
水
産
物
小
売
団

体
協
同
組
合

O
佐
賀
県
マ
ユ
ウ
シ
1
ド

東
洋
（
株
）

マ
（
株
）
唐
津
魚
市
場
。
長
崎

県
マ
ま
る
の
漁
業
（
株
）

マ
海
興
水
産

（
株
）
代
表
取
締
役
中
村
栄
治
マ
山
田
水

産
（
株
）
京
泊
事
業
所
マ
J

F
全
漁
連
購

買
事
業
部
石
油
第

一
課
長
崎
油
槽
所
マ

長
崎
大
学
水
産
学
部
マ
北
松
魚
市
（
株
）

マ
（
有
）
五
島
市
福
江
魚
市
マ
（
有
）
柏
木

水
産
代
表
取
締
役
柏
木
俊
彦

O
大
分
県

マ
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増

養
殖
研
究
所
上
浦
庁
舎
マ
（
株
）
佐
伯
魚

市
場
マ
大
分
魚
市
（
株
）

マ
大
分
中
央
水

産
（
株
）

O
鹿
児
島
県
マ
清
水
則
和
｜
海

洋
土
木
（
株
）
鹿
児
島
営
業
所
マ
J
F
全

漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第

一
課
枕
崎
油

槽
所
マ
冨
元
小
松
マ
枕
崎
水
産
加
工
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
西
村
協
マ

（
有
）
入
枝
海
事
事
務
所
代
表
取
締
役
人

枝
伸
親

O
沖
縄
県
マ
（
株
）
ホ
ク
ガ
ン

O

そ
の
他
マ
ヨ
ネ
ダ
ミ
チ
オ

〔1
月〕

O
北
海
道

マ
第

一
管
区
海
上

保
安
本
部
マ
北
海
道
漁
業
調
整
事
務
所

。
青
森
県
マ
青
森
海
上
保
安
部
マ
J

F

全
漁
連
購
買
事
業
部
石
油
第

一
課
八
戸

水色の羽根募金!! 漁船海難遺児に愛の手を
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油
槽
所
。
秋
田
県
マ
秋
田
海
上
保
安
部

。
茨
城
県
マ
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
水
産
工
学
研
究
所
神
栖
庁
舎

マ

（
株
）
高
木
商
店
マ
津
田
浩

一
｜
原
稿
料

。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O

千
葉
県
マ
（
株
）
北
辰
水
産
マ
（
公
財
）
海

洋
生
物
環
境
研
究
所
中
央
研
究
所
マ
飯

村
久
子
マ
平
田
淳

一
O
東
京
都
マ
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ

l
ズ
（
有
）

マ

（
一
社
）
漁
業
経
営
安
定
化
推
進
協
会
マ

（
株
）
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ

1
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
マ
（
株
）
全
国
漁
協
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
マ
（
株
）
極
洋
マ
（
株
）
日
本
政
策
金

融
公
庫
マ
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
／
漁
政
部
漁
業
保
険
管
理
官
室

／
増
殖
推
進
部
漁
場
資
源
課

・
栽
培
養

殖
課
マ
石
崎
三
輪
子
マ
東
京
水
産
タ
ー

ミ
ナ
ル
（
株
）

マ
日
本
水
産
（
株
）
役
員
従

業
員

一
同
マ
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金

保
険
機
構

マ
望
月
英
夫

マ

（
財
）
海

と
渚
環
境
美
化

・
油
濁
対
策
機
構

O
神

奈
川
県
マ
太
田
蓉
子
マ
（
独
）
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
本
部

・
開
発
調
査
セ
ン

タ
ー

マ
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
海

洋
生
物
資
源
科
学
科

O
新
潟
県
マ
（独）

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
海
区
水

産
研
究
所
新
潟
庁
舎

O
静
岡
県
マ
（独）

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
水
産
資

源
研
究
所
清
水
庁
舎

・
増
養
殖
研
究
所

南
伊
豆
庁
舎
マ
（
有
）
清
和

O
愛
知
県
マ

大
東
魚
類
（
株
）

O
三
重
県
マ
（
有
）
寿

丸

O
京
都
府
マ
大
京
魚
類
（
株
）

O
兵
庫

県
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
。
鳥

取
県
マ
境
港
漁
業
調
整
事
務
所
マ
浜
野

茂
夫

O
島
根
県
マ
島
根
県
立
隠
岐
水
産

高
等
学
校

O
広
島
県
マ
（
独
）
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
瀬
戸
内
海
区
水
産
研
究

所
廿
日
市
庁
舎

O
愛
媛
県
マ
石
川
孝
夫

。
長
崎
県
マ
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
長
崎
庁
舎

O

熊
本
県
マ
熊
本
県
立
苓
洋
高
等
学
校
。

鹿
児
島
県
マ
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
水
産

高
等
学
校
マ
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

年 4月 1日（平成25) よだム一A英
宮町
同( 4) 

マ
冨
元
小
松

O
沖
縄
県
マ
（
独
）
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所

亜
熱
帯
研
究
セ
ン
タ
ー

O
そ
の
他
マ
ク

日
ン
ヒ
ロ
ノ
ゃ
フ

〔

2
月〕

。
北
海
道
マ
（
独
）
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
札

幌
庁
舎

・
釧
路
庁
舎

O
青
森
県
マ
八
戸

海
上
保
安
部

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O

千
葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
（株）

ト
ー
タ
ル
ウ
ェ
ル

マ
漁
船
保
険
中
央
会

マ
国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
マ
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

／
資
源
管
理
部
漁
業
調
整
課
／
増
殖
推

進
部
研
究
指
導
課
マ
明
治
大
学
付
属
中

野
八
王
子
中
学
校

・
高
校
生
徒
会
福
祉

委
員
会
｜
校
内
募
金

O
神
奈
川
県
マ
山

中
政
志

O
静
岡
県
マ
フ
ジ
物
産
（
株
）

マ

極
洋
水
産
（
株
）

O
愛
知
県
マ
愛
知
県
立

三
谷
水
産
高
等
学
校

P
T
A
O
大
阪
府

マ
高
階
救
命
器
具
（
株
）
社
員

一
向
。
鳥

取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
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鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

お知らせ
ゆび募金（募金型自動販売機）による

2012年12月末までの寄附金累計額は

491,453円です。
ご協力ありがとうございました。

※ゆび募金に関するお問い合わせは事務局まで

新
人
紹
介
参

与

鈴

木

基

之

始めまして、4月1日付で全漁連

より出向で参りました鈴木基之と申

します。

出身地は宮城県塩釜市です。漁業

（主にのり・かきの養殖業）を生業

とする家庭で育ち、また先の大震災

では実家が被災し、漁船海難事故や

津波被害は身近に感じておりまし
た。

全漁連在席時は主に販売事業に従

事し、着任前は監事室に在席してお

りました。その問、旧全漁連気仙沼

工場や（社）ジェイエフマリンバン

ク支援協会などに勤務し、全国の漁

連・信漁連・漁協等のJFグループ

の皆さんをはじめ、たくさんのかた

がたにお世話になり、心より感謝を

申し上げます。

給与奨学生 貰与費芋生 2012年度第4回保問者

都道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小百十 k学生等 幼児 小学生 中学生 高校生等大学生等

北海道 I 5 10 17 33 6 39 1 1 2 

l'l 森 2 3 6 II I 12 

告 手 2 7 10 8 27 27 

宮 城 4 10 13 15 42 1 43 

秋 間

1J.1 形 1 1 

補 品 3 17 5 6 31 31 

茨 城

千 3主 1 2 3 2 8 5 13 

東 ,,, 2 2 2 4 

神 奈 川 2 2 1 5 1 6 

新 潟 I 2 2 

11 山

石 Ill 2 I 1 4 4 

静 附 2 2 I 3 

霊 知

福 井 2 2 

重

京 都

k 阪

兵 lil1 4 2 6 2 8 

和歌山 I l 

d自 取 I 1 2 2 

ぬ 岨Z 3 3 3 

｜珂 Ll.1 2 2 

/};, 貼 I 2 2 

lll 口 3 2 5 6 

徳 向 2 I 3 

昏 Ill 3 3 

霊 媛 3 3 5 12 1 13 

日 賀！ 3 3 

間 ｜町 I 5 6 6 

福岡有明海 2 3 3 

佐賀玄海 4 5 5 

佐賀有明海

長 崎 2 6 2 6 16 16 

大 分 1 2 3 3 

熊 本 4 4 4 

宮 崎 3 2 2 7 I 8 

鹿児ぬ I 5 3 3 12 12 

れ，. 縄 2 3 3 8 3 11 

ぷ口込 日十 18 自2 75 98 273 29 302 1 I 2 

数

(2013年3月15日現在／単位入）

生
品同

ザー奨Bリ県府道者日
着
任
に
際
し
本
会
の
公
益
目
的

・
事
業

を
鑑
み
、
そ
の
活
動
は
水
産
国
で
も
あ
る

わ
が
国
の
未
来
を
支
え
る
子
供
た
ち
へ
の

支
援
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
人
々

（
国
民
）
の
善
意
の
意
思
や
想
い
を
そ
の

子
供
た
ち
ゃ
家
族
へ
伝
え
る
こ
と
や
、
ま

た
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
な
ど
を
す
る
こ

と
で
は
と
想
い
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
育
英
事
業
は
漁
業
に
か
か
わ

る
、
あ
る
面
で
は
最
も
意
義
あ
る
仕
事
で

あ
り
、
重
要
な
役
目
を
与
え
ら
れ
、
身
の

引
き
締
ま
る
緊
張
感
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。今
後
は
公
益
財
団
法
人
の
運
営
に
か
か

わ
る
者
と
し
て
、
海
難
遺
児
へ
の
給
与
事

業
や
貸
与
事
業
等
、
ま
た
は
そ
の
基
金
と

な
る
募
金
活
動
等
の
実
施
を
、
広
く

一
般

国
民
に
広
報
す
る
な
ど
、
そ
れ
ら
を
円
滑

運
営
に
努
め
、
本
会
運
営
の
健
全
性
や
透

明
性
お
よ
び
事
業
の
公
益
性
を
確
保
し
つ

つ
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編

集

後

記

V
昨
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か

い
励
ま
し
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
毎
号
、

本
紙
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
た
が
た
は
ほ
ん
の

一
部
で
し
か
な

く
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
募
金
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
道
行
く
人
に
募
金
を

呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
ゆ
び
募

金
の
自
販
機
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
・：
本
当
に
た
〈
さ
ん
の
名
前
も
知
ら

な
い
人
た
ち
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
に
支
え

ら
れ
、
本
会
の
事
業
は
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の

3
月、

1
0
2
人
の
奨
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
か
ら

は
新
た
な
職
場
や
学
校
で
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
が
、
慣
れ
な
い

場
所
で
不
安
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時

は
本
紙
を
見
て
、
自
分
に
は
た
く
さ
ん

＊給与奨学生には特別支援学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む

ホ休学中の奨学生は人数に含まなL、
ホ2012年度第41匝l探m昔は内散である。

の
仲
間
と
強
い
昧
方
が
い
る
こ
と
を
思

い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

V
震
災
か
ら

2
度
目
の
春
で
す
。
時
間

は
苦
し
ん
だ
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す

が
、
大
切
な
方
を
奪
わ
れ
た
悲
し
み
が

消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
直

後
、
現
地
と
の
連
絡
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
、
被
災
県
に
住
む
奨
学
生
ご
家
族
の

安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
が
、
電
話
口

で
伝
え
ら
れ
る
悲
し
い
現
実
に
、
な
ん

と
言
葉
を
か
け
て
よ
い
も
の
か
悩
ん
だ

日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
の
う
ち
の

1
人
は
当
時
高
校
1

年
生
で
、
本
来
な
ら
ば
こ
の
春
に
卒
業

を
迎
え
る
は
ず
で
し
た
。
今
も
行
方
不

明
の
彼
に
、
輝
か
し
い
未
来
が
広
が

っ

て
い
た
こ
と
を
思
う
と
本
当
に
無
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
彼
が
本
会
の

奨
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

（

M
）
 

羽 根募金の水色!! 手をの愛IB 1-
Jし W』遣漁船海難




